
『アエネイス』第8巻 ｢ヘルクレスーカクス･エピソード｣に関する⊥考察

山下太郎

1

『アエネイス』第8巻の ｢ヘルクレスーカクス ･エピソー ド｣(184-
305)については,従来アレゴリー説を中心とした解釈が行われてい

る1.すなわち,ヘルクレス対カクスは,アエネアス対 トウルヌス,ひ

いてはアウグストウスとアントニウスの対決を先取りしている,としば

しば解される2.他方,グランセンはこの解釈を紹介 しながらも,同時

にエクプラシスの技法が用いられている事実に注意を促している3.

このエピソードの導入部は次のように始まっている(8.184ff.).

Postquamexemptafamesetamorcompressusedendi,
rexEuandrusai一:一monhaecsollemnianobis,

hasexmoredaロes,han°tantinuminisaram

uanasuperstitioueterumquelgnaradeorum

imposuit:saeuis,hospesTroiane,periclis

seruatifacimusmeritosquenouamushonores･

iampnmumsaxissuspensamhancaspICeruPem,

disiectaepr∝ulutmolesdesertaquemontis

statdomusetscopuliingentemtraxereruinam･

空腹がおさまり,食欲が満たされると,王エウアンデルはこう語る.

｢我々の厳かな祭りも,習わしになった宴も,これほど偉大な神をま

つる祭壇も,いにしえの神々を知らぬ空しい迷信から始めたものでは

ない.おお,トロイアの客人たちよ,過酷な苦難から政われて,我々

はこのような儀式を執り行い,神の恩恵にふさわしい崇拝を捧げてい

るのだ.まず初めに,この岩だらけの迫り出した崖を見て欲しい.ど

れほどの岩の固まりが分散しているか,山上の家がなんとさびしげに

たっているのか.岩石がいかに巨大な廃虚を導いたのか.

ここでは,指示代名詞hicの反復が臨場感を醸し出すこと(185haec,186

has,186hanc,190hanc),また ｢見よ｣(190aspice)という表現が,第6巻

末の ｢英雄のカタログ｣との関連を示唆していること(cr.6.771aspice,

6.788aspice,6.825aspice,6.855aspice)などが注目される.
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『アエネイス』におけるエクプラシスの例としては,今言及した第6
巻の ｢英雄のカタログ｣(6.679rr.)に加え,第1巻の ｢ユノの神殿の絵｣

(1.453-493),第6巻の ｢ダエダルスの扉絵｣(6.20ff.),第8巻の ｢楯の

描写｣(8.626-728)などが挙げられる4.私は先行する論考において,

ウェルギリウスの詩的技法との関連から,これらのエクプラシス相互の

つながりに着冒した5. 即ち, ｢ユノの神殿の絵｣と ｢英雄のカタロ
グ｣の関連を検討しつつ,第6巻冒頭の ｢ダエダルスの扉絵｣の解釈を
行った.とりわけ詩の中で描かれる出来事に関して,体験者 (目撃者)

としてそれを ｢知る者｣と,噂を聞くだけで ｢何も知らない者｣の対比

が明瞭に区別されていること,エピソードの全体を視野に入れつつ部分

を語るといった手法が用いられていること6,などに注目した.

またこのとき,次にあげる 『イリアス』の詩人のムーサへの祈りと,
『アエネイス』第6巻264以下の対応関係が重要な鍵を握ることが明ら
かになった.

今こそ私に語り給え,オリュンボスに住まうムーサたちよ- 汝らは

女神であり,その場に居合わせ万事を知っているが,一方我々は,た

だ噂(kleos)を聞いているだけで何一つ知ってはいない- ダナオイ勢

の将軍たちや指揮官たちがどのような人々であったかを.イリオス城

下に結集したこれほど多くの軍勢については,たとえ私に舌が十枚,

口が十あったとしても,また嘆れることのない声と青銅の胸があった

としても,もしオリュンボスに住まうムーサたち,アイギスをもつゼ

ウスの娘たち,汝らが数えてくれなければ,私には語ることも名を挙

げることもできないだろう.では軍船の将軍たちと船隊の名を,これ

からあまねく述べることにしよう.

この表現を想起させるかのように, 『アエネイス』第6巻264-7におい

て,詩人は次のような祈りの言葉を冥界の神々に捧げている.

Di,quibusimperiumestanimarum,umbraequesilentes

etChaosetPhlegethon,locanoctetacentialate,

sitmihifasauditaloqul,Sitnumineuestro

pandereresaltaterraetcaliginemersas･

冥界を支配する神々よ,沈黙の影たちよ,おお混沌よ,プレゲトン

よ,静寂の限りなくひろがる夜の世界よ,聞いたことを語ることが私
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に許されるように.汝らの神意によって,地中深く暗黒に覆われた出

来事を明らかにすることが許されるように.

両者の対応関係については,オーステインを初め多くの学者が指摘する

ところである7. 前回はこの関連に注目しながら,次のような結論を導

き出した8.

ウェ ルギリウスは, 『イリアス』の詩人のムーサへの祈 りol.2.484ff.)を念頭に置き

ながら(cf.6.264-7),次の各要素について物語ろうと試みる.

(a)｢主人公の過去｣ :第 1巻 ｢ユノの神殿の絵｣

(a)I｢主人公の未来｣ :第 1巻 ｢エビテルとウェヌスの対話｣,第6巻 ｢英雄
のカタログ｣
(b)｢読者の過去 ･現在｣ :第6巻 ｢英雄のカタログ｣

(b)-｢読者の未来｣ :第1巻 ｢エビテルとウェヌスの対話｣
(C)｢神話上の人物の過去｣ :第6巻 ｢ダエダルスの扉絵｣
(C)'｢神話上の人物の過去 ･現在 ･未来｣ :第6巻 ｢タルタルス ｡エピソー

ド｣

ウェルギリウス独自の視点とは,読者の生きる時代の出来事を詩の中で ｢未来の出

来事｣として予言した点にある.たとえば,第6巻末の ｢英雄のカタログ｣で措か

れる主人公の未来とは,読者にとり確定された過去 (および現在)の出来事に他な

らない (すなわち(a)'=(b)).また,第 1巻のエビテルの予言は,アユネアスの未来
を語るものであると同時に,現実の (さらには未来の)ローマに生きる人間に与え

られた予言でもある.このとき,(a)■=(b)-となる.一方,ダユダルス ･エピソードと

タルタルス ･エピソードでは,詩人はこれらの神話上の出来事を,アエネアスが目

の前の図柄を通じて,あるいは韮女の言葉を通して間接的に知るという設定を行っ

ている.すなわち,アエネアスの経験(a)と神話上の出来事(C)は互いに歴史的前後関

係を持つものとして結びつく.このことは,詩中に語られるアユネアスの体験を,

詩人の言葉を通じて間接的に知る読者の立場と呼応する.そしてこの詩人の言葉の

真実性についてはムーサが保証するだろう9.読者は rイリアス』の詩人のムーサ

への祈 りを想起するよう促されていたのである(6.264-7).このように,第1巻と第
6巻のエクプラシスを中心に見たとき,読者も含めたすべての人間について,その

過去,現在,未来の出来事をあまねく物語ろうと試みた詩人の意図が窺えるであろ

う.

本稿ではこの成果を批判的に継承しつつ,考察の対象を第8巻に広げ

てみたい.すなわち第8巻エピローグの ｢楯の描写｣を視野に入れ,同
時に ｢ヘルクレスーカクス ･エピソード｣をエクプラシスの一形態とと

らえることによって,このエピソードに関する新たな解釈の可能性を指
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摘したいと思う.

2

第8巻の初め(8.36-65)において,ノ河神ティベリヌスは,アエネアスの

勝利(cf.50uictor,61uictor)とアスカニウスによるア)i,バの建設(48)を予

言している10.ティベリヌスは,アエネアスについて ｢永遠のベルガマ

を守る者｣(cf.37aeternaquePergamaseruas)と呼びかけるが,この表現は

未来のローマの繁栄を暗示し, ｢楯の描写｣(8.626-728)との対応関係を
示唆している11.

この巻末の記述において,詩人はアエネアスの受け取った楯につい

て,次のように語り始める(8.617-19)12.

illedea£donisettantolaetushonore

explerinequltatqueOCulosperslngulauoluit,

miraturque･

アユネアスは,女神から受け取ったかくも誉れある贈 り物に喜び,

飽きることなく細部まで眺めつくし,驚嘆した.

一方楯に描かれた主題13についてはこう述べる(626-29).

illicresItalasRomanorumquetriumphos

hauduatumlgnaruSuentunqueinsciusaeui

feceratlgnlPOtenS,illicgenusomnefuturae

stlrPisabAscaniopugnataqueinordinebella･

そこには予言の術を知り,来るべき未来を知る火の神が,イタリア

の歴史とローマ人の勝利を刻んでいた.そこには,アスカニウスか

ら後の時代に続くすべての一族の面々14と,彼らが戟った戟関の有 り

様が順を追って措かれていた.

即ち,この楯にはアクティウムの海戦におけるアウグス トウスの勝利と

凱旋に至るまでのローマの歴史(8.626res)が彫られていたのである.こ

れに対して,エピローグ全体を締めくくる箇所では,次のように言われ

る(8.729-31).
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TaliaperclipeumVolcani,donaparentis,

miraturrerumquelgnaruSimaglnegaudet

attoliensumero15famamqueetfatanepotum･

アエネアスは,母の贈り物であるウルカヌスの楯に措かれたこれらの

出来事を見ては驚嘆し,これらの出来事を何一つ知らぬ身ながら,刺

まれた模様を眺め喜び,両肩に子孫の運命と誉れを担った.

8.730rerumqueは8.626resと対応しながら,今触れたローマの歴史を意

味すると考えられる.アエネアスがこれらの出来事を何一つ知らないと

表現される時, ｢楯の描写｣の始まりと終わりの部分では,未来の出来

事を知る神(cf.627hauduatumignarusuenturiqueinsciusaeui)と,それを知

らないアエネアス(cf.730rerumqueignaruS)のコントラス トが 明瞭に示さ

れることになる16.

-万 ｢楯の描写｣には,このコントラス ト以外にも,いくつかの表

現の対応関係が認められる.例えば6171aetusは730gaudetと呼応し17,

617honoreは731famamqueと響き合う.また619miraturqueは730miraturと

明らかに対応する.即ち ｢楯の描写｣の初めと終わりの部分は, ｢喜

び｣や ｢誉れ｣, ｢驚き｣といったモチーフを共有している点で緊密な
対応を示すことが窺える.このような言葉の対応 ･対比関係を踏まえた

上で,他のエクプラシスと第8巻エピローグとの関連を見ておくことに

する.

3

初めに第8巻末と第 1巻の ｢ユノの神殿の絵｣(1.453-493)との対応を

検討する.このエクプラシスは,次のように始まっている18.

namquesubingenti(1)1ustratdunsingulatemplo

reglnam OPpenenS,dumquaefbrtunasiturbi

artificumquemanusinterseoperumquelatx)rem

(2)miratur,(3)u_i_deりliacqsexordinepugnas

txllaqueiam (4)lamatotu叩uulgataperortxm,

AtridasPhamumqueetsaeuumamtx)busAchillem･

constititetlacrimans'qulSiamlocus,Ilnquit,'Achate,

quaereglOinte汀isnostrinonplenalaboris?

enPriam us.sunthicetiamsuapraemia(4)辿 ,
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suntlacrimaererumetmentemmortaliatangunt.

Soluemetus;ferethaecaliquamtibi(4)由払込Salutem.

このうち(1)1.4531ustratdunsingula,(2)1.456miratur(cr.421,22miratur),

(3)1･456videtlliacasexordinepugna岳,(4)1･457lamatotumuulgataper

ortx'm,1.460laudi,1.462famaの各表現は, ｢楯の描写｣における(1)-

8.6180culospersingulavolvit,(2)'8.619miraturおよび良730miratur,(3)T

8.629pugnataqueinordinebella,(4)-8.617honore,8.731ramamqueと対応

している.つまり両者には,(1)細部を見る,(2)対象を見て驚く(cr.494

miranda,495stupet),(3)対象は順序だてて表現されている,(4)対象は

｢名声｣ないし ｢誉れ｣を象徴している,といったモチーフの共通性が

見出せる.また,1.459lacrimansで示される主人公の ｢涙｣は,第8巻
エピローグで注意した ｢喜び｣のモチーフ(8.6171aetus,8.730gaudet)と
対比的である19.では,内容の点で2つのエクプラシスはどのように関

連しているのだろうか.

第1巻において,カルタゴに漂着したアエネアスは,ユノをまつる

神殿に目を見張るが,その ｢細部を眺め｣(1.4531ustrat…singula),絵の

中に ｢順々に｣(1.456exordine)措かれた出来事を見るにつけ,はからず

も涙にむせぶ.そこで見たものは,ほかならぬ ｢自己の体験｣,即ち

｢トロイア戦争｣の絵であった. ｢ユノの神殿の絵｣には,主人公の過

去の体験そのものが描かれていた.彼の涙は,このことを強く示唆す

る20.だが,絵を見る主人公の心を支配するのは過去の思い出ばかりで

はない.神殿の絵は,アエネアスの過去の行いが,今や誉れ(457fama)

として人々に語り継がれていることを明らかにするが,この点で主人公

は部下を励まし(463Soluemetus)21,未来に対する希望を抱くことができ

たのである(cf.463ferethaecaliquam tibilamasalutem).

他方,第8巻エピローグにおいても,詩人と同時代を生きるローマ

の読者は,ウルカヌスの楯に関する描写にふれて,悲痛な内乱の経験

(711maerentemに注目されたい)がまざまざと蘇ったであろう.このエピ

ローグで語られる ｢ローマの未来｣とは,読者から見た過去の出来事,

ないしは現実に起こった出来事に他ならない.しかし,この箇所では基

本的にアウグストウスの業績や民衆の歓喜(cr.7171aetititaludisqueuiae

plausuquefremebant)が強調されることにより,現在および未来の平和-

の希望が表現されている.即ち,第1巻では主人公の ｢涙｣の中に救済

の ｢希望｣が示唆されているのに対し,第云巻では内乱の恐怖から救わ
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れたローマ人の ｢希望｣の中に過去の ｢悲しみ｣が暗示されている.
このように,第1巻の ｢ユノの神殿の扉絵｣と第8巻末の ｢楯の描
写｣は,双方言葉の関連においても,内容の点においても緊密な対応 ･

対比関係を示すことが窺える.では,この関連性は詩人の詩作技法,創

作意図とどのように絡み合うのか.

4

この間題との関連で,第6巻エピローグと第8巻エピローグの対応

関係を確認しておきたい.前者では,アンキセスがローマの未来を予言

している点で,後者と共通するテーマをもつが,次にあげる言葉の対応

は,これら2つのエピローグの関連をより強く裏付けるだろう.即ち,

(1)6.683fataquefortunasqueomnemquesuorum,6･756-7Dardaniam

prolemquaedeindesequantur/gloria,6.889famaeと8.731famamqueetfata

nerx)tum,

(2)6.723ordineおよび6.755ordineと8.629ordine,

(3)6.723singulaおよびも.888persingulaと8.618persingula,

(4)6.854mirantibusと8.619miraturおよび18.730miratur22,

の対応は明瞭である｡ここでさらに注意されることは,上記(1)～(4)の

各要素は第1巻 ｢ユノの神殿の絵｣においても認められる点である.

(1)はアエネアスから見た子孫 (ローマ人)の誉れ,運命を表す語である

が,この点で先に見た1.457fama,460laudi,462famaと対応するし,(2)

に関しては1.456ordine,(3)は1.453singula,(4)については,1.456

miraturとそれぞれ呼応している.

一方,未来のローマの出来事を ｢知る立場｣と ｢知らない立場｣の
対比はここにおいても認められる.アエネアスは,アンキセスの示す未

来のローマの英雄について ｢知らない｣(6.711inscius)と表現されるのに

対し,読者はアンキセスとともに,それを ｢知る立場｣を代表する.例

えば夫折したマルケッルスのエピソード(6.860rr.)は,アンキセスと同

樵 (cr.6.8671acrimis)多くの読者の涙を誘ったに違いない23.だがアエネ

アスにとってはあくまでも未知なるエピソードの一つに過ぎず,ユノの

神殿におけるようには涙を流さない.トロイア戦争に関して,アエネア

スはいわば歴史の目撃証人であったのに対し,未来のローマについては

いかなる知識も持ち合わせないことが明らかである.このように,第8
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巻エピローグは第1巻の ｢ユノの神殿の絵｣,第6巻の ｢英雄のカタロ

グ｣と数多くの対応 ･対比関係を有することが窺える.とりわけ詩の中

で描かれる出来事に関して,体験者としてそれを ｢知る者｣と,それを

｢知らない者｣のコントラス トが明瞭に区別されている点が注目され

る.

すでに触れたように,この対比の意義は, 『イリアス』の詩人の
ムーサ-の祈りに見られるコントラスト,即ち ｢その場に居合わせ万事

を知っている者｣と ｢ただ噂を聞いているだけで何一つ知ってはいない

者｣の対比,および 『アユネイス』第6巻に見られる冥界の神々-の祈
りの言葉(264-7)と関連づけられる.この関連をふまえた上で,後者の祈

りの言葉(6.264-7)と第8巻エピローグの対応関係に着目したい.即ち,
6.I)_66auditaを意味上famaと解するとき(auditaは 『イリアス』のkleosと対

応しながら,famaと解することができる),8.731famamqueとの対応が考

えられる.また6.267altaterraetcaliginemersasは, ｢未来の出来事につ

いて何一つ知らないアエネアス(cr.8.730rerumqueignarus)｣という第8

巻エピローグの表現を想起させる24.このとき6.267resは,先に見た

8.626res,730rerumqueと対応しながら, ｢ローマの歴史｣を意味する

と考えられる.

一方すでに見たように,第8巻のエピローグを締めくくる箇所で

は, ｢アエネアスは,母の贈り物であるウルカヌスの楯に措かれたこれ

らの出来事を見ては驚嘆し,これらの出来事を何一つ知らぬ身ながら,

刻まれた模様を眺め喜び,両肩に子孫の運命と誉れを担った.｣といわ
れている.この表現において明らかなごとく,詩人はローマの未来の栄

光をアエネアスの肩に担わせることにより,神話上の英雄の経験を読者

の経験する歴史的世界と相関関係のもとに置こうとしている25.この手

法は,すでに見たように,第8巻のエピローグと対応するその他のエク

プラシスにおいても顕著に認められる.では第8巻の ｢ヘルクレスーカ

クス ･エピソード｣(1糾-267)ではどうであろうか.またこの手法を取り

入れた詩人の意図はどこにあったのか.

5

冒頭でも見たように, ｢ヘルクレスーカクス ･エピソード｣の導入

部は,第6巻末の ｢英雄のカタログ｣と密接に関連づけられる26.第6
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巻では未来の英雄の長い列を前にして,アンキセスがその一人一人をア

エネアスに見るよう呼びかけていた.一方,第8巻では,エウアンデル

が目の前の地形を指さしながら,AraMaximaの祭式の起源となったエピ

ソードを紹介していく.その内容が,ヘルクレスとカクスの戦いの物語

である27.

ところで,このエピソードを含めた一連のエウアンデルとアユネア

スのやりとり(184-369)は,構成上次のように分析できるように思われ

る.

(1)神話(A):エウアンデ)I,は,AraMa:ximaの祭りのさなか,アエネア

スにヘルクレスーカクス ･エピソードを物語る(184-305).

(2)神話(B)の導入部 :帰路につく途上,アエネアスは ｢いにしえの英

雄たちの記念碑｣(312uirummonimentapriorum)について,エウアンデ

ルの説明を求める(306-312).

(3)神話(B):エウアンデルは,サトウルヌスの黄金時代のエピソー

ド28について物語る(313-358)｡

(4)神話(A):王宮に到着したエウアンデルは,再びヘルクレスの話題

に言及する(359-369).

もしこの分析が可能であるとすれば, ｢ヘルクレスーカクス ･エピ

ソード｣はサ トウルヌスの黄金時代の描写とセットにして議論すべきこ
とがわかる.また,エウアンデルは,これらのエピソードを,かつて

｢目の前の土地で｣実際に起きた出来事としてアエネアスに語っている

点が注目される.言い換えるなら,主人公の経験と神話上の神々 (サ

トウルヌスとヘルクレス)の行為が,時間的前後関係を持つものとして

語られている.また188-189periclis/seruatifacimusは,アルカディア人が

｢ヘルクレスに救済されたことを感謝L_て祭りを行っている｣という意
味をもつだけでなく,同じ祭りを継承する詩人の同時代人にもあてはま

る表現になっている29.このように登場人物から見た未来のローマ人を

念頭に置く点で,すでに検討した他のエクプラシスとの関連が予想され

る.

実際この推測を裏付けるように,神話(ち)の導入部 (上にあげた2つ
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のエピソードのつなぎ目の箇所)(306-312)では,先述した第1,6,8

巻のエクプラシス (｢ユノの神殿の絵｣, ｢英雄のカタログ｣, ｢楯の

描写｣)相互を結びつけるキーワードが集中している30.

Eximsecunctidiuimisrebusadurbem

perfectisreferunt･ibatrexobsitusaeuo,

etcomitemAen飽niuxtanatumquetenebat

lngrediensuan∝1ueuiamsermoneleuabat･

(1)miratur(2)facilisQ_ueOCulosfeltomniacircum

Aeneas,(1)capiturquel∝iset(3)由現さぬ (4)幽

exquiritqueauditqueuirummonimentapriorum.

続いて一同は神事を終えて町に足を向けた.高齢の王はそばに仲間

のアエネアスと息子を引き連れて歩を進め,道中様々な話を交わし

ながら行く道を軽やかにした.アエネアスは案内されるものすべて

に喜々として目を向けながら驚嘆し,あたりの土地に魅了された.

喜びをもっていにしえの英雄たちの記念碑を眺めては,細部に至る

まで間を出し,その説明に耳を傾けた.

即ちここには,

(1)｢驚嘆｣のモチーフ(310miratur,cf311Capiturque)

(2)｢すべてを見る｣モチーフ(310facilisque∝ulosfertomniacircum)
(3)｢対象の細部を見る｣モチーフ(311singula)
(4)｢喜び｣のモチーフ(3111aetus)
といったキーワードが認められる.各々他のエクプラシスとの対応箇所

を示すと,

(1)I:1.456miratur,6.854mirantibus,8.619miratur,8.730miratur

(2)I:6･754150mnislongoordine･･･legere,

(3)':l･453lustratdumsingula,6･888persingula,81618oculospersingula
uol山t

(4)''･8･617laetus,8.730gaudet

などをあげることができる.この対応関係を考慮に入れながら,以下に

おいて ｢ヘルクレス-カクス ･エピソード｣を含む184-369の構成の意
義を検討していく.
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6

まず神話(A)｢ヘルクレスーカクス ･エピソード｣(184-305)から見て

いくことにする.ここではエウアンデルは,AraMaximaでヘルクレスを

讃える祭りの執り行われる中,なぜこのような祭りを行うようになった

のか,エウアンデルがその縁起をアエネアスに語っている.ここで注目

されることは,構成上ヘルクレスーカクスの物語を中核とする外枠の部

分(184-189,268-305)において,未来のローマ-の言及が明瞭に認めら

れる点である.

例えば,冒頭の188-189では ｢おお,トロイアの客人たちよ,過酷な

苦難から救われて,我々はこのような儀式を執り行い,神の恩恵にふさ

わしい崇拝を捧げているのだ.｣と語り31,かつて殺裁(196caede)をほ
しいままにしたカクスの残虐な振舞いを示唆している.この表現は表向

きには登場人物から見た過去の出来事への言及であるが,一万189･

nouamusは,この祭りが (登場人物にとっての)過去から現在に至るま

で継続的に行われてきた事実を示す32.

厳密に言えば,ヘルクレスがカクスを倒した行為は単にエウアンデ

ル率いるアルカディア人のみならず,未来のローマ人にとっての ｢救

済｣(cr.189seruati)という意味あいを有している33.事実,登場人物の目

の前で行われているAraMaximaの祭式は,読者の時代に受け継がれた祭

りであり,さらに未来のローマ人もこれを継承するであろう.,先に触れ

た ｢見よ｣(190aspice)という呼びかけは,指示代名詞hicの反復(185,

186,190)とあいまって,あたかも詩人の同時代人への呼びかけである

かのような印象を与えている.

一方,この引用箇所と呼応するように,外枠の後半部を導入する箇

所では,エウアンデルが次のように述べている(268-275).

exillocelebratushonoslaetlqueminores

seruauerediem,pnmusquePotitiusauctor
etdomusHerculeicustosnnariasacri

hancaramlucostatuit,quaemaximasemper

diceturnobisetentquaemaximasemper･

quareaglte0iuuenes,tBLntaruminmunerelaudum

clngitefrondecomasetrxxulaporgitedextriS,

communemqueu∝atedeumetdateuinauolentes.
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そのとき以来,祭りが催され,若い世代も喜んでこの日を祝う.まず

は祭儀の創始者ポティティウス,さらにはヘルクレス-の崇拝を守護

するピナリウスの家系が,聖林の中にこの祭壇をもうけたのである.

これは我々によって永遠に最大の祭壇と呼ばれるだろう.また常に最

大の祭壇であり続けるだろう.従っておお若者たちよ,これほどの功

績に対する務めとして額で髪を束ね,右手で杯を掲げ,神の名を呼

び,進んで酒を与えるがよい.

このうち268minores,273iuuenesは,semperの反復(271-2)とともに,栄

来のローマ人 (読者から見た未来を含む)を念頭においた表現といえ

る34.またminoresを修飾するlaetiは,275uolentes,279laetiと響き合いな

がら,第8巻末でアウダストウスに救済されたローマ国民の ｢喜び｣

(cr.717laetitia)を想起させる.事実,上に引用した最後の3行は,そのま

ま未来のローマ国民に対するメッセージとなっている.ローマの読者

は,自らの体験において,この予言 (-ヘルクレスを讃える祭りが未来

においても継続されること)の確からしさを確認できたであろう.

一方これに対応する形で,外枠の後半部を締めくくる部分(301-302)

では,サリイ(285Salii)が ｢栄えあれ,真にユピテルの血を引く者よ,

神々に添えられた誉れある者よ｣と呼びかけている.この表現自体ダラ

ンセンも指摘するように,単にヘルクレスのみならず,アウダストウス

を賛美する表現と受け取ることが可能である35.のみならず,今後ロー

マが栄える限りこの国を導くであろうすべての未来のローマ人-の呼び

かけとも解せるだろう.

このように, ｢ヘルクレスーカクス ･エピソード｣の初めと終わり

の部分には未来のローマへの言及が色濃く認めちれるが,この点で先に

見た他のエクプラシスとの連関を考えることができる.例えば第6巻の

エピローグではアンキセスが,第8巻のエピローグではウルカヌスの楯

が,それぞれローマの未来を予言していた.詩人はこれらの箇所におい

て,アエネアスに ｢未来のローマの歴史を見せる｣という設定を行って

いたが,前者では将来のローマの英雄の姿をアンキセスが示し,後者で

はアウグストウスによる平和の樹立に至るまでのローマの歴史を楯の絵

柄が見せていたのである.これに対し,エウアンデルはアエネアスにヘ

ルクレスの祭りを見せることで,同時に読者の目の前で行われる出来事

(-ローマ時代に継承されたヘルクレスの祭り)に言及することにな
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る.つまり詩人は神殿の絵や楯の図柄ではなく,ここではローマに現存

する土地を一枚の絵と見立て,個々の地名に言及しながら,その細部に

秘められた神話的エピソードを紹介していくのである.

『イリアス』の詩人のムーサ-の祈りとの関連で言えば,読者は本
来エウアンデルとアエネアスのやりとりについて ｢ただ噂を聞いている

だけで何一つ知ってはいない｣立場に終始する.しかし今見たように,

過去の神話的エピソードと現在の出来事を同一視する視点に立つとき,

読者はあたかも ｢その場に居合わせて万事を知っている｣ような錯覚に

襲われるだろう.

他方,外枠 (184-189および2681305)に包まれた中心部(190-267)にお

いて,エウアンデルはヘルクレスがカクスを倒す神話的エピソードを物

語っている.このエピソードのもつ象徴的意義については,すでに数多

くの論考が貴重な示唆を与えている.ここではむしろ,エウアンデルが

過去の出来事としてこのエピソードを紹介している点に着冒したい.那

ちエウアンデルの語り口は,あたかも目撃証人のそれを思わせる36.例

えば222tumprimumnostriCacumuideretimentem (｢その時初めて我々は

カクスが恐怖におののくのを見た｣)という表現において,nostriはエ

ウアンデルを含むアルカディア人とみなすことができる37. ここに窺え

る ｢エウアンデル-目撃証人｣という解釈の可能性は,再び 『イリア

ス』の詩人のムーサ-の祈 りの言葉を連想させるだろう.上に訳出した

｢おお,トロイアの客人たちよ,過酷な苦難から救われて,我々はこの

ような儀式を執り行い,神の恩恵にふさわしい崇拝を捧げているのだ｣

という表現は,自分を含むアルカディア人がヘルクレスによって救済さ

れた経験(seruati)を示唆している.

だが厳密に考えれば,エウアンデルは必ずしもヘルクレスとカクス

の戦いを目撃したとは断言できない｡即ち222nostriとは,エウアンデル

の先祖にあたるアルカディア人を指すという可能性もある.その意味で

は,彼自身 ｢ただ噂を聞くだけで何一つ知ってはいない｣立場をとるの

かも知れない.しかしエウアンデルは目の前の地形を措きしながら,こ

の地形そのものを叙述の信悪性を高めるための証拠として援用する38.

言い換えるなら,彼は ｢その場に居合わせ万事を知っている｣ムーサの

ごとく,ヘルクレスのアリステイアを語るのである39.

-万,この土地は読者の時代にも存在したことが明らかであること

から,エウアンデルはアユネアスにヘルクレスの武勇伝を語るかに見せ
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て,実はローマの読者を念頭においてこのエピソードを紹介していると

いう含みもある.さらにカクスを倒すヘルクレスが,ひいてはアントニ

ウスを討ちとったアウグストウスを想起させることは言うまでもない.

現存する地形にせよ祭り.にせよ,さらにはアウグストウスという英雄の

存在も含めて,詩人はローマの読者が自らの経験で確かめられる事実に

訴える形で叙述の臨場感を高めようとしている40.

以上の考察をふまえるとき,神話(A):ヘルクレスエピソード(184-

305).全体の構成は次のようにまとめられる.

(1)今の出来事 (祭りの挙行)184-189

(2)過去の出来事 (｢ヘルクレスーカクス ･エピソード｣)190-267
(3)今の出来事 (祭りの挙行)268-305

このうち(1)と(3)はローマの未来の出来事を想起させる表現をもつ点で

対応するが,(2)についても,今検討した意味においてローマの未来を

示唆していると解すことによって41.外枠の(1),(3)と響き合ってい

る.

ここで上で見てきた ｢ローマの未来を語る｣モチーフについて別の
角度から補足しておく.再び冒頭のティベリヌスの予言を見ておきた

い.ティベリヌスはアエネアスに対しいくつかの予言を行った後, ｢夢

がこれらの言葉を虚偽のものとして作ったと汝が考えないように,--.]

申し添えよう.汝は一頭の大きな豚が30頭の子豚を生んで樫の木の繁

る海岸に横たわるのを見出すであろう.母豚は真っ白な姿で地面に寝そ

べり,その乳のまわりには真っ白な子豚がまとわりついている.｣(42-

45)と述べている.ティベリヌスは続けて,アスカニウスが将来アルバ

を建設すると予言し,自ら真実(49haudincer叫を語っていることを強調

する.さらには,アエネアスがいかにして勝利者となるのか,手短に述

べるという.

AscaniusclaricondetcognominisAlbam.

haudincertacano･nuncquarationequ∝linstat

expediasuictor,paucis(aduerte)docetx)I(48-50)

一方続く81-3では,夢からさめたアエネアスが,海岸に白い豚が白い子

豚を抱いて横たわっているのを認める様子が描かれる.言い換えるな
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ら,アエネアスは一つの予兆(cr.81mirabilemonstrum)を通じて,ティベ

リヌスの予言全体の確からしさに確信を抱くという展開がここには見ら

れる.このパタンは,エウアンデルの口を借りてローマの未来を予言す

るウェルギリウスの姿勢を想起させるものである.事実ウェルギリウス

は読者が自らの目で確かめられる出来事を予言することによって,叙述

全体 (読者の知らない神話上のエピソードも含めて)にある種の説得力

と臨場感をもたせている.このように未来のローマを予言する詩人と

ティベリヌスを同一視する視点は,49canoや50docetx)といった言葉が

裏付けよう.これらの動詞の示唆する一人称単数の主語は,叙事詩にお

いては基本的に詩人そのものを意味すると考えられるからである

(cr.1.1).

7

次に今見た解釈と構成の特色をふまえ,つづく神話(B)｢サトウルヌ

スの黄金時代｣の叙述(313-358)に注目したい.この部分の構成は下記の

ように理解できる.即ち,構造上サトウルヌスの黄金時代への言及(1と

3)を外枠にもちながら,その内部(2)においては,未来の出来事としての

ローマの繁栄が言及されている｡

(1)過去の出来事 (サトウルヌスの黄金時代)313-336

(2)未来の出来事 (現在のローマ)337-350

(3)過去の出来事 (サトウ)I,ヌスの黄金時代)351-358

ここで着目されることは,この叙述の初め(1)と終わり(3)の部分は,

ローマの未来への言及が見られ,すでに検討した ｢ヘルクレス-カク

ス ･エピソード｣と構造上類似した構成をもつ点である.例えば,この
エピソードの初めの箇所(1)では,エウアンデルが ｢ローマの城塞をつ

くった王｣(313rexEuandnlSRomanae･conditorarcis)といわれている.一

方,エウアンデルの語る話の内容とは,かつてこの地に黄金時代をもた

らしたサトウルヌスのエピソードであり,tumの反復(328,330)は,エウ

アンデルから見た ｢過去｣の出来事である点を強調する. ｢過去｣と

｢現在｣の対比という点においては, ｢ヘ ルクレス-カクス ･エピソー
ド｣と同じパタンが認められることになるだろう42.

他方 ｢サトウルヌス ･エピソード｣の中核をなす箇所 (上記構成の
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2)では,再び未来のローマ人が言及される(cr.338Romani).

uixeadicta:dehincprogressusmonstratetaram

etCarmentalemRomaminominerx)rtam

quammemorant,NymphaepnscumCamentishonorem,

uatisfatidicae,cecinltquaePnmafuturos

AenedasmagnosetmobilePallanteum.

そう言うとすぐ (エウアンデルは)前に進み出て,祭壇とローマ人が

カルメンテイスの門と呼ぶ場所を指し示す.この門は,かつてニンフ

であったカルメンテイスを称えて造られたものであった.カルメン

テイスは運命を語る予言者として,初めてアエネアスの子孫の偉大さ

とパッランテウムの誉れを予言したのである.(337-341)

詩人の叙述はエウアンデルの時代を離れ,現在のローマの時代から見た

叙述を行っているかのようである.338-339CarmentalemRomaninomine

portamquammemorantの表現において,動詞memorantの時制が未来でな

く現在である点が注目される.一方340-341で語られるカルメンテイス

の予言の内容は,アエネアスの子孫(-ローマ人)の未来における繁栄

(340ruturosAeneadasmagnosetmobilePallanteum)となっている.この予言

の真実性については,第8巻はじめのティベリヌスの予言や巻末の ｢楯

の描写｣の記述と同様,読者の経験そのものが確証を与えることにな
る.

さらに続く箇所においても,エウアンデルは未来のローマ人にとっ

てなじみの深い土地をアエネアスに案内していく(342-350).

hinclucumlngentem,quemRomulusacerAsylum

rettulit,etgelidamonstratsubrupeLupercal,

Pan●hasiodictumPanosdemoreLycaei.

necnonetsacrimonstratnemusArgileti,

testaturquelocum,etletumdocethospitisArgi.

hincadTarpelam SedemetCapitoliaducit,
aureanunc,olimsiluestribusho汀idadumis.

iamtumreligiopauidosterrebatagrestis

diraloci;iamtumsiluamsaxumquetremebant.

続いてこちらの大きな聖森,壮健なロムルスが聖所として定めた場

所を示し,さらに涼しい岩場の下のルベルカルを見せる.ルベルカ
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ルの名は,アルカディア流にリュカエウスのパンにちなんでつけら

れた.さらに聖なるアルギレトウムの森を見せ,この場所を証拠と

しながら,客人アルグスの死を語る.次にこちらにあるタルペイア

の場所とカビトリアへと案内する.この場所は今でこそ黄金に輝く

が,当時は野生の茨で荒れ果てていた.その頃は土地に伝わる恐ろ

しい迷信が臆病な農夫たちを脅かしていた.当時の農夫は森と岩を

見て震えていた.

ここで示されるロムルス(342)を初めとする一連の固有名詞は,主人公

(アエネアス,エウアンデル)にとっては未知の名であり,明らかに

ローマの読者を念頭においたものと考えられる43. また348nuncと349

iamnunc,350iamtumのコントラストは,詩人の時代から見た ｢過去｣

と ｢現在｣の対比を意味し,詩人の視点がエウアンデルの時代を抜け出
し,完全にローマの時代に移行していることを示している44.

一方 ｢サ トウルヌス ･エピソード｣を締めくくる箇所(上記構成の3)

において,エウアンデルの叙述は一転して過去の神話的エピソードを紹

介していく(351rr.)｡例えばサ トウルヌスについては,再び次のように

言及される(357-358).

hanclanuspater,han°Satumuscondiditarcem;
Ianiculumhuic,illif'ueratsaturnianomen.

父ヤヌスがこちらの城塞,サ トウルヌスがこの城塞を築いた｡こちら

にはヤニクルム,あちらにはサトウルニアという名がつけられた.

エウアンデルは目の前の城塞を指しながら ｢サトウルヌスがこの城塞を

築いた｣(357)と述べているが,このときアエネアスの経験とサ トウル

ヌスのエピソードとの間には時間的前後関係が生じていることになる.

のみならず,読者の時代においてもこれらの城塞の存在は周知の事実で

あったとすれば45,ここにも神話上のエピソードと読者の経験する歴史

的世界が相関関係のもとにおかれる一例を認めることができるだろう.

他方,今触れた357hancSatumuscondiditarcemという表現は, ｢サ

トウルヌス ･エピソード｣の初めに見られた表現(313rexEuandrus

Romanaeconditorarcis)と響き合っている.言い換えれば,詩人は一見遠

い過去の出来事に言及するかに見せながら,この表現そのものが ｢ロー

マの城塞を築いた王エウアンデル｣(313)という言葉を想起させるので
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ある.この関連を認めるとき,357の表現(hancSatumuscondiditarcem)は

361Romanqueforoと対応することがわかるだろう.このように ｢サ

トウルヌス ･エピソード｣を語り始める箇所(312-13)と,これを語り終

える箇所(356-57)とは表現の上で対応し,未来のローマを示唆すること

が窺える.またこの点で,先行する ｢ヘルクレスーカクス ･エピソー

ド｣と同じパタンをもつといえる.
さて,こうしてサトウルヌスの黄金時代に関するエピソードを語り

終えたエウアンデルは,再びヘルクレスの話題に触れて次のように述べ

る(362-5).

utuentumadsedes,-haec'inqult-1iminauictor

AIcidessubiit,haecillumreglaCePlt･

aude,hospes,contemnereopesettequoquedignum

fingedeo,rebusqueueninonasperegenis･l

館に着くとエウアンデルはこう語った. ｢ヘルクレスはかつて勝利

者となってこの入り口をくぐり,この王宮が彼を迎えたことがあっ

た.客人よ,敢えて富を軽蔑し,自ら神になるに相応しい者とする

がよい.この慎ましい館を見て心を騎らせて入ってきてはならな

い.｣

この表現はヘルクレスへの言及(363AIcides)を行なっている点で,先行

する ｢ヘルクレスーカクス ･エピソード｣(184-305)を想起させるが,グ
ランセンも指摘するように,後半の2行はアウグストウスを初めとする

詩人の同時代人-のメッセージとなっている46.

つまり,今問題としている第8巻362-5において,詩人は表向きはヘ

ルクレスに関する話題を提供しているかに見せて,同時に未来のローマ

人を念頭においた表現を行っていることが明らかである.また本稿の立

場としては,この ｢未来のローマ人｣とは,単にアウグストウス時代の

ローマ人に限らず,この時代以降のすべての読者を包含すると解した
しヽ47

さて,以上の考察をまとめると,上で検討してきた2つの神話的エ

ピソードは,全体として次のような構成を持つことがわかる.

神話(A):ヘルクレスエピソード

1.今の出来事 (祭りの挙行)184-189
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2.過去の出来事(｢ヘルクレスーカクス ･エピソード｣)190-267
3.今の出来事 (祭りの挙行)268-305

神話(B)の導入部(306-312)

神話(B):サトウルヌスの黄金時代のエピソード.

1.過去の出来事 (サトウルヌスの黄金時代)313336

2.未来の出来事 (現在のローマ)337-350

3.過去の出来事 (サトウルヌスの黄金時代)35ト358

神話(A):ヘルクレス ･エピソード(359-369)

このように,2つの神話的エピソードをめぐるアエネアスとエウアンデ

ルのやりとり(184-369)では,主人公から見た ｢過去｣, ｢現在｣, ｢未

来｣の出来事が,上記のように均整の取れた構成の下で語られているこ
とが窺える.即ち,(1)神話上の神々 (サトウルヌスとヘルクレス)の

行為,(2)主人公の経験48,(3)読者の経験といった3つの要素が,各々

時間的前後関係を持つものとして示されている.また,いずれのエピ

ソードについても ｢未来のローマ｣への言及が随所に認められ,全体と

してローマの始まり (-サトウルヌス ･エピソード)から未来 (エアウ

グストウスの治世)に至る歴史を表すという構造をもつことがわかる.

この点で他のエクプラシスとの関連が想起されるが,上記 ｢神話(8)の

導入部｣にはこれらのエクプラシス相互を結びつけるキーワードがちり

ばめられていたのである.しかしながら上述の構成の特色に留意すると

き,同じ第8巻後半に位置する ｢楯の描写｣との対応 ･対比関係が特に

重要な意味をもつように思われる.

すでに見たように,詩人は第8巻の前半部に位置するエクプラシス

において,ローマという土地をいわば一枚の絵と見なしながら,個々の

土地にまつわる未来のローマの歴史を措こうとしていた.読者は自己の

体験に即して,この予言の確からしさを確認できただろう.換言すれ

ば,ローマの歴史が未来のローマの生まれる ｢場所｣との関連で捉えら

れている.他方 『イリアス』とのつながりで言えば,読者はいわば ｢そ
の場に居合わせてすべてを知る立場｣をとることになるが,このことに

よって,同じ舞台で行動したとされるアエネアスやエウアンデル,さら
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には彼らに先立って活躍したサトウルヌスやヘルクレスの行いカ｣ 読

者はかれらのエピソードを噂として聞くだけで本来何一つ知らないはず

だカ｣ あたかも歴史的事実であるかのような印象を与えている.

一方第8巻の後半部に位置する ｢楯の描写｣では,ローマの歴史が

むしろ丁時間｣の中で捉えられていることに気づく.なるほど,このエ
ピローグでは厳密な意味で時間順でないにせよ49,ローマ史が順序立て

て(cr.629inordine)措かれていることが明らかである.むろんローマの歴

史は ｢時間｣と ｢場所｣の一方の要素によってのみ把握できるものでは

ない. ｢楯の描写｣の最後を締めくくる箇所(722-728)は,アスダストウ

スに服従を誓う諸民族の列挙で終わっている.

...inceduntuictaelongoordinegentes,

quamuariaelinguis,habitutam uestisetarmis･

hicNomadumgenusetdiscinctosMulciberAfros,

hicLelegasCarasquesagittiferosqueGelonos

rinxerat;Euphratesibatiam molliorundis,

extremlquehominumMorini,Rhenusquebicornis,

indomltlqueDahae,etpontemindignatusAraxes･

敗れた民族は長い列をつくって歩いていく.言葉が多様であるごと

く服装や武器も多様である.ウルカヌスはこちらにヌミディア人と

彩り鮮やかなアフリカ人,こちらにはレレゲス人,カリア人,弓を

運ぶグロニ人を措く.エウプラテス川はすでに穏やかに流れてい

た｡最も辺境の地に住むモリ二人,二つの角を持つレヌス川,どう

猛なダハエ人,橋に憤るアラクセス川も彫り刻む.

ここに紹介される各民族名は,アウグス トウスの支配が文字どおり全世

界に及ぶ事実を示唆している.言い替えれば,第1巻でエビテルが約束

した ｢際限なき支配権｣(1.279imperiumsinefine)に関して, ｢空間的

に｣際限のない支配権が確立された事実,および今後この支配権は永遠
に継承されるという詩人の確信がここに示されることになる.

とはいえ,本稿での検討をふまえるなら,(1)第8巻の前半部のエク

プラシスにおいてはローマに現存する ｢場所｣に歴史を語らせ,(2)徳

半部では ｢時間｣軸に従ってローマの歴史が語られている,と解するこ

とが妥当であると思われる50.すなわち第8巻の前半と後半は,各々異

なる観点からこの歴史の全体を措こうとする点で相補完的であるといえ
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る51.従来第8巻では,物語の展開に際だった変化が見られないことが

指摘される.しかし一方において,この巻の全体は,さながら1つのエ

クプラシスのごとく機能し,ローマの始まりから未来に至る歴史の全

体52を表そうとする詩人の意志を示唆しつつ,作品の叙述に重要な枠組

を与えていることが明らかである.本稿で救った ｢ヘルクレス-カク

ス ･エピソード｣についても,このような詩人の狙いを色濃く反映する
箇所と理解したい.
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ては,小林,59以下参照. 『アエネイス』におけるヘルクレス像を追
求しつつ第8巻に注目する論考として,cf.Galinsky,277ff.

2 Cf.Gransden,ad190-305;Lyne,28ff.,Otis,331.｢楯の描写｣におけ
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3 cf.Gransden,ad190-305.
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る.williams,G.,136ff.は7.601-17に見られるエクプラシスの技法を分

析 している.
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9 詩神ムーサが真実の歌を教えることについて,小川,202-203.

williams,G.,49は異なる観点から,6.264-67とIliad2.485-86の関係を

考えている.

10 48Ascaniusclari空重生cognominisAlbamにおけるcondereの語
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condereturbem.ティベリヌスの予言について,cf.Gransden,188-190.
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言している)でも,言葉の上でも対応を示し,外枠を構成している.な
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写｣と 『農耕詩』第三巻序歌とを結びつけて解する見解としては,小
川,126ff.参照.

12 ｢盾の描写｣に関しては,本稿と別の観点からHardie,336-376が

詳しい考察を行っている. 『イリアス』19.15ff.との比較について,
370ff.参照.
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による ｢盾の描写｣批判に対する反論として,cf.Goldberg,108-110.
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18 この箇所を扱った論考として,cf.Williams.氏.D.,145ff.

19cf.1.465multagemens,largoqueumectatflumineuultum;470

1acrimans;485ingentemgemitumdatpectoreabimo. この涙のモチーフ

は 『オデュッセイア』 (8.83･95)におけるオデュツセウスの流す涙と

の関連が考えられる.Williams,G.,242,小川,199以下参照.

20 この点で第6巻エピローグのマルケッルス ･エピソード(6.868･

886)との関連が考えられる.このエピソードの解釈は,小川,230-

234,山下,128参照.

21 1.463は,第 1巻はじめ (1.198以下)におけるアエネアスが部下

を励ますシーンとの関連が考えられる.またエビテルのウェヌスへの励

まし(1.257parcemetu)とも対応する.

22 この対応については,Boyle,172ff.も注目し,本稿 とは別の観点か

ら ｢喜び｣のモチーフとの関連を論じている.

23 マルケツルス ･エピソードの解釈について,山下,125-6参照.

24 Heiden,664は3.107auditaと8.730rerumqueignarusimaginegaudet

との関連を指摘 している.

25 この工夫について,岡(1995),271参照.

26 Heiden,663はルクレティウス第5巻序歌 (5･.22-54)との関連を指摘
している.

27 Putnam,188は,ヘルクレスによるカクス退治の動機が個人的怒 り

によること (-家畜を盗まれて立腹 した),詩人はポリュペムス,メゼ

ンティウスに与えたネガティブな修飾語をヘルクレスにも与えているこ

と,またカクスとともにfuI･iaeに屈する様を措いていることに注意を向

けている.

28 このエピソードについて別の角度から論 じたものとして,cf.

Johnston,72ff.,小川,110-111参照.
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29 この見解について,cf.Fol･dyce,ad184-279.

30 Wiltshire,60は,別の角度からこの箇所に言及している.

31 Edenad187は,この科白がアウダス トウスの宗教政策を擁護する

意見を代表したものという.つまり,詩中の出来事は詩人の生きる時代

の出来事とオーバーラップして語られることになる.

32 Cf.GranSdenad18819.

33 Gransdenad188-9は,この点でヘルクレスとアウグストウスのパ

ラレルを認めている.ヘルクレスがアルカディア人を救ったように,ア
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34 Cf.Williams,G.,151ff.
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ウグス トウス三者のパラレルが窺える.なお,サリイはローマ時代の祭

司団であり,読者の時代とのつながりが見られる.

36 Cf.Galinsky(1966),22ff.

37 222nostriは200-1nobL'saliquandooptantibusaetas/auxilium

aduentumquedeiにおけるnobisと対応する｡また222uidereは,228ecce,

246cernatur,262panditur,2640StenduntuI･などとともに,このエピ

ソードを聞き手の目に浮かぶよう伝達する効果をもつ.

38 このモチーフについては,cf.Aen.8.346testaturlocum,etletum

docethospitisArgi.

39 この点でエウアンデルは第6巻エピローグのアンキセス,第8巻

エピローグのウルカヌスの立場と対応している.

40 同様の例として,cf.6.164-70. ここで詩人はミセヌスの生前の
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誉れを語っているが,彼の死因に触れ,トリトンの怒りをかって岩間に

溺れ死んだと言う.さらにアエネアスが築いたミセヌスの墓(6.232)に

言及し,この墓をもつ土地が今でも彼の名にちなんでミセヌスと呼ばれ

ることを述べ,他方何世紀にもわたって永遠にその名を残すだろうと予

言する(6.234-5).

41 (3)に見られるヘルクレスの偉業 (287-81audes/Herculeasetfacta)

への言及も,アエネアスのみならずアウグストウスの業境を暗示してい

る.

42 このパタンは先行する次の表現を想起させる. 8.99-100tecta

uident,quaenuncRomanapotentiacaelo/aequauit,rumresinopes

Euandrushabebat. これはアエネアスがエウアンデルの住居を初めて目

にしたときの描写である.この2行におけるnuncとtumの対比は重要で

ある.詩人の視点は,アユネアスの活躍する過去の時間を脱出し,自ら

の生きる現在へと移行している.両者の対比を認めるとき,アエネアス

のエピソードを語るウェルギリウスと,サトウルヌスのエピソードを語

るエウアンデルはパラレルをなすだろう.エウアンデルが過去の事実と

してサトウルヌスの黄金時代について物語るように,ウェルギリウスも

ローマの過去に起こった出来事としてアユネアスの物語を叙述する.

43 Cf.Fordyce,ad337ff.

44 詩人の狙いはローマの過去の簡素で質実な生活に光りを当てるこ

とでもある.Cf.Slavitt,97.パッランテウムの貧しさ,質朴さのモ

チーフが, 『農耕詩』の主題と関連することについて,Williams,G.,
241,上村(1989),59参照.

45 Cf.Eden,ad357f.

46 Gransdenad364-5. グランセンは類例として第6巻のシビュッラ

の言葉(6.95tunecedemalis,sedcontI･aaudentiorito)とアンキセスの科

白(6.806etdubitamusadhucuirtutemextendel･efactis?)を紹介し,いずれ

の場合も,聞き手アエネアスがアウグストウス時代の読者を代表するこ

と,各々の語り手が詩人の立場を表していることを述べている.この解

釈を敷街するなら,同じ第6巻のアンキセスの言葉(6.851-853tul･egeI-e

imperiopopulos,Romane,memento/(haetibiel-untarteS)paciqueimponere
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moremノparceresubiectisetdebellaresuperbos.)も詩人の同時代人への

メッセージと理解できよう.

47 この点については第1巻のエビテルの予言と関連づけて,前回詳

しく論じておいた.山下,129-30参照.

48 エウアンデルは,若い頃アエネアスの父アンキセスに出会った思

い出を語っている(155ff.).またアンキセスにかつて贈られた品々は,

今息子パッラスがもっていると言う.表現上,160tumと168nuncの対比

が注目される.第1巻の ｢ユノの神殿の絵｣で主人公の過去が言及され

るように,この箇所でも在命中の父の思い出がアエネアスの脳裏をよぎ
る.

49 788以下で時代順を無視しアウグストウスを称えることについて,

上村,81参照.

50 事実,後者では一回性の時間の中で活躍する個々の人物に焦点が

当てられるため,アウグストウスの治世以降の出来事について,詩人は

何ら具体的な予言を行うことができない(この点第6巻エピローグと同
様である)のに対し,前者では,詩人の観点は英雄の活躍する舞台,す

なわちローマに向けられているため, ｢未来のローマ｣に関わる予言
は,アウダストウス以降の時代にも通用する内容となっている.例え

ば,ヘルクレスの祭りの執り行われるAraMaximaは,詩人の時代以降

においても存在するはずであったし,この場所で祭りが継承される可能

性もじゅうぶん高いものであった.このことを前提とした上で,詩人は

エウアンデルに ｢これは我々によって永遠に最大の祭壇と呼ばれるだろ

う.また常に最大の祭壇であり続けるだろう.｣(8.271172)と予言させ

ることができたのである.

51 Galinsky(1966)も指摘するように,第8巻では物語の進展はほと
んど見られない.これはエクプラシスの特徴を表すと解釈できるかも知

れない.エクプラシスが,叙述の進展を一時的にとめる働きをもつ点に

ついては, ｢ユノの神殿の絵｣, ｢ダエダルスの絵｣などについても認
められる.山下,118以下参照.

52 この ｢全体｣という表現は,本稿でしばしば取り上げた 『イリア
ス』の詩人の祈りの言葉との関連を示している.この点について,山
下,129-130,参照.
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